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モ ホ リ ・ナ ギ と 光 ・空 間 ・運 動

横 山 智 也

序

今 日,新 しい素材 は次 々に開発 されて いるが,日 常生活 に浸透 す るまで には

相 当の年月 を費 して きて い る。そ して,そ れが美術 の領域 に導入 され るまで に

は,さ らに多 くの年月 を要 して きてい る。 こ うした現 象 は多 くの素材が生活 の

向上 をめ ざして開発 され,あ るい はまた,必 要 にせ ま られて開発 されて実用化

す るの が本来 の 目的で,そ こでの効用性 を認識 され,評 価 された後 に美術 界 に

導入 されて い るため,生 活へ の実用化 か ら造形 の素材 と して解 放 さ れ る ま で

「時 間差 」 があ る。 だが現代 は ,急 速 に技術的進 歩 の速度 が増 して きて いるの

で,こ の 「時 間差」 は次 第 に短縮 されっっ あ る。

こ うした時代 の背景 は この先 も続 くで あろ うが,20世 紀 の初期 に新 しい素材

に積極 的 に取 り組み,芸 術 の素材 と してい ち早 く取 り入 れ よ うと して いたのが

モホ リ ・ナギ(LaszloMoholy-Nagy)で あ る。ナギ は新 しい素材 に対す る認

識 と経験 を造形 理論 と結 びっ け,新 しい芸術 の方 向 を示唆 した者の一人で,現

代芸術 に及 ぼ した影響 は非常 に大 きい。

ナギ の芸術 活動 は多様 で巾広 く,そ れ故 に簡単 に要約す ることは困難 であ り,

現 在の標準 的分類法 が通 用 しないほ ど多 くの制作 と理 論研 究 を発表 してい る。

なかで も,1923年 か ら1930年 に かけて制作 した 「ライ ト ・スペ ース ・モ デュ レ
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一 ター」(Light-SpaceModulator)に 始 まる各種 の 「モデ ュレー タ」 はナギ

の代表的作 品で あ ろ う。モデ ュ レー ターは調節器 とい う意味 で,光,空 間,運

動(あ るいは時 間)の 各 要素 を調節 す ることに よって視覚 的 に豊 かな効果 をっ

くりだす ため の作 品で ある。ナ ギが光 ・空 間 ・運 動 にっ いて抱 いて いた理 念 を

彼 の著書 をも とに研究 して みた。

モ ホ リ ・ナ ギは1895年7月,ハ ンガ リーのバ クスバ ル ソ ドに生 れ10代 で地方

の雑 誌 に詩 を発表 して いる。1913年,ブ ダペス ト大学で法律 を学 び,後 に絵 と

執筆 に転 ず る。1916年 「ジェ レンコール」(Jelenk。r)の 共 同創 刊者,「MA」

("今 日"の 意)と して知 られるグルー プの メ ンバ ー になる。1914年,召 集 さ

れ負傷,入 院 中にデ ッサ ンを始 める。1920年,ベ ル リンへ行 き1922年 に構 成主

義の共同創立 者,詩 集 「DasBuchneuerKiinstler」 を共 同編 纂,芸 術 雑誌

「TheDynamicConstructiveSystemofForces」 の 寄稿者,そ して この

年,ワ ル ター ・グ ロピウス(WalterGropius)に ワ イマ ールの国立 バ ウハ ウ

スの教授 として招 聘 される。1923年 春,バ ウハ ウスに加 わ りヨハ ネス ・イ ッテ

ン(JohannesItten)の 後 を受 け予備過程 を担 当 し,金 属 工房 の主任 となる。

グロ ピウス と共 に14冊 の 「バ ウハ ウス ・ブ ック」 季刊 「バ ウハ ウス」 を共同編

集。1927年,ア ムステ ルダムで前衛 的月刊誌 「ilo」 の 創刊 に協 力。1928年,

政 治上 の圧迫 が激 化 しグロピウスに続 きバ ウハ ウスを去 る。ベ ル リンに帰 り,

ピス カ トール劇場(PiscatorTheater)で ス テ ー ジ ・デザ イナ ーと して活躍 。

「ホ フマ ン物 語」(TalesofHoffman,1929) ,「 天 国 と地獄 」(HinundZu-

ruck,1930)「 マ ダム ・バ タフ ライ」(MadameButterfly,1931)な ど を担 当。

1930年,パ リ国際美術 工芸家展 に 「ライ ト・デ ィスプ レー ・マ シン」(Light-

DisplayMachine,Light-SpaceModulatorと も い う)を 発 表 し,こ れ を 主

題 に した映画 「光の デ ィスプ レー一 黒 白灰」 を制作 し,新 しい素材 によ る実

験,印 刷 作品 など数 多 く発表 を試み る。1935年,ロ ン ドンへ,1937年 シ カゴの

ニュー ・バ ウハ ウスの校長,評 議員 らの不 手際 か ら一 年後 に閉鎖,1938年,ニ
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ユ ー ・バ ウハ ウスのス タッフらと 「イ ンスチチ ュー ト・オブ・デザ イ ン」 と して

再 開。1939年,パ ーカー万年筆会社,バ ルチモ ア とオハ イオ鉄 道 などのデザ イ

ナ ー,ア ドバ イザー となる。1945年,制 作 と教育 に活 躍,1946年,白 血病 のた

め死亡 。

ナギ には多 くの著 書や論文 があ るが,そ れ ぞれ独創 性 に富み,モ ダン ・アー

トやデザ イ ン教育 に与 えた影響 は大 きい。 「ザ ・ニ ュー ・ヴ ィジ ョン」(The

NewVision,原 著 はVonMaterialzuArch辻ektur,1928),ヴ ィジ ョン ・

イ ン ・モ ー シ ョン」(VisioninMtion,1947)は 最 も代表的 な著 書で あ る。

光

芸術 は古 代石 器時代以来,芸 術 家の記憶 に生々 しく印象づ け られた対象の イ

メー ジの再 現で あった。芸術 は全 く純 粋 に感情 的情緒 的活動 として始 まったの

で ある。芸術 家 は対象 を事 実の集合体 として,あ るい は生命 の原 理 と して とら

えるこ ともで きる。自然 を事実の集合体 と して客観的 な意味 で把 握 し,自 然 の

概 念 との関係 において芸術 機能 を考察す るなら,芸 術 は自然の事実 をあ る方法

で再現 す るこ ととみ な し得 る。 これまで 人々 は自然の事実 を再 現す る ことを望

み,達 成 しよ うと努めて きた。 しか し,自 然 の事 実の再現 は 自然 の外観 にす ぎ

ず現実 で はない。 そこで,自 然 を主観的概 念 の表現 に向 けるな ら,自 然の外観

の再現 に とらわれ ることな く内在 す る精神 の方 向 を確 め なが ら,そ うした精神

を形式 と色彩 で表 現す るよ うに なる。 こ うして創 造 された作品 は,素 材 に対す

る芸術 家 の感覚 によって形成 され るもので あるか ら,自 然の事実 の反 映や再 現

で な く芸術家 の独 自の表現 とな るで あろ う。

ナギ は この よ うな芸術理 念 を抱 き,種 々の新 しい素 材 に関心 を寄 せた。 そ し

て,光 に対 す る強 い関心 を寄 せ たの は1920年 ご ろで,「 私 は,カ ンバ スの表面

で な く空 間へ直接 に光 で描 くことに関心 を寄 せ は じめたliO}」とのべて いる。色

光 をス ク リー ンに投影 し,そ の重 な りによ る効果 を高 め るため に透 明,半 透 明
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のス クリー ンな どを利用 した。技巧 も方法 も十 分 に持 ってい なかった が,新 し

い素材 に積極的 に取 りくんで い る。科 学の発展 と共 に世 に出 る新 しい素材 に,

その素 材独 自の役割 を持 せ るため,こ れ まで に芸術 家 た ちが使 用 した素材 にも

全 く異 なる角度 か ら対 処 し,モ ダ ン ・アー トへ の応 用 を試 みて きた。 ナギの功

績 の一 っは この よ うに新 しい素材の 開拓 に情 熱 を傾 け,今 日のモ ダン ・アー ト

の先駆者 となった ことで ある。

また,「 強 力な人工 光線 を生 みだす手段 が公 け にされて以来,光 は,そ の正

当 な位置 を占め るまで に到 って いない とはい え,芸 術 的創造 には欠かせ ぬ基 本

的 な要 因の一つ となった。大都市の夜 の生 活で は,さ ま ざま に輝 く電 光広告 な

しにはもはや考 え られ ない し,夜 間飛行 には,明 るい航空標識 が なくては なら

ない もので あ る。反射鏡 広 告 ネオ ン,店 頭 に点滅 す る文字,回 る彩色 電球,

幅 がひ ろ くて長 い電光 ニューズ などは,新 しい表現分 野の要 素で あり,早 晩,

この方面 の創造 的 な芸術家 が現 われ るだろ う(20)」と光 の問題 を提 起 し一刻 も早

く現 実 のもの になるこ とを望 んでい る。 ナギの光 に寄 せ る関心 は高 く他 に もア

イデ アがある。

た とえば,「 光の創造的 な操作」 として二 つ あげてい る。 「イル ミネー シ ョ

ン広告 のデ ィス プ レー」 「巨大 なサーチ ライ トや空 中文字 を描 く人た ち」 厂雲へ

の投影」 「光の デ ィス プ レー」 の戸 外 における光の デ ィス プ レー,「 フ ィル ム」

「反射 光の デ ィス プレー」 「カ ラー ・ピアノ」 「光の壁面」の屋 内 にお けるデ ィ

スプ レーで ある(3)0

現 在,ナ ギの提 案は ほとん ど実現 されて い る し,芸 術 の領域で は ライ ト・ア

ー トの ジャンルが存 在 して いる
。 そ こで は光 の効果 を積極 的 に生 か し,光 の物

理 的 な機能 や光源 自体 の効果 を取 り扱 った作 品が み られ る。J.R.Soto,,V.

Vasarely,G.Alviani,F.Sobrinoな どは外 か らの光の効果 を使 用 した もの

で あ り,Flavin,Antonakos,N.Schofferな ど は作 品 自体 に光源 をもつ作 品

をつ くって いる。
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ナギ が光の造形 作品 に手 をつ けたのは フ ォ トグ ラム(Photogram)が 始 めて

で ある。 フ ォ トグラムはカメ ラを用いず,物 体 を直接 間接 に感 光紙 に置 き適 当

に露光 して えられる写真 で1920年 に考 えだ した技 法で あ る。 フォ トグ ラム によ

る黒 白灰 の微 妙 さ,特 に灰色 の階調の美 しさに魅 せ られたナギは,後 の光の造

形 への基本 と してフ ォ トグラムを考 えて いた。 フォ トグ ラムに現 われ る透 明感

は透明 な,あ るいは半透明 な素材の利用 へ とナギ をか りたて た。

「透 明絵 画」 は ,色

のっ いた細 い直線 や巾

広 い線,あ るいは正円

が重 ね られ,画 面構 成

はマー レヴ ィッチ(C.

Malevich)の 絵 を思 わ

せ るようである。『CQn-

structi。n`1ぐ'』(Fig,

1)は 明 らか にフ ォ ト

グラムの黒 白 それ に灰

色 の階調 の効果 を意識

的 に応 用 した と思 われ Fig.1コ ン ス トラ ク シ ョ ンKX

る。 その結果画面 に直 接描 いた とい うよ り、む しろ色 光 が細 い線 や巾 のあ る線,

あ るいは円 に形 ど られ て画面 に投影 された よ うにみ える。 ここで 注 目すべ きこ

とは画面 のテ クスチ ュアーが目立た ないよ うに配慮 されてい ることで あ る。

ナギは 「エ アー ブラ ッシや噴 霧用の ガ ンは,手 先の技巧 をこえたスムーズで

没個性 的 な表 面処 理 をっ くりだす。機械 の よ うな完成 に達 す るために,私 はこ

うした道具 の使 用 を恐 れ なかっ た。従来 の絵画 で は非常 に高 く評価 された 『個

人的 な感覚』 の喪失 も何 ら恐れ るところ はなか った。…… 私 の写真 的 な実験,

と くにフ ォ トグ ラムは,完 全 な技術上 の機械化 が,本 質的 な創造へ の危険 を招
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かない とい う確 信 をあた えて くれた。創造 の過程 を比 較す ると,一 一 手仕事 で

あれ機 械的で あ れ一一 採 りあげた技術 がマス ター され ねば ならないか ぎりにお

いて,制 作 の問題 は重要 で ある。 カメラ ワー ク,フ ォ トグ ラフィ,映 画,そ し

て他 の投影技術 が明 らか にそれ を示+(4)0」 とのべ その事 清 を説 明 して いる。っ

ま り,ナ ギ が狙 い とす ることは,一 つ は個 人的 な手 ざわ りを捨 て機械の よ うな

完 全 さをつ くりだす こ とで あ り,他 の一っ は芸術 と非芸術,手 仕 事 と機械 テ ク

Fig.2エ ナ メ ル

ノロジー の差 をな くす る ことで ある。 そ して,

芸 術作品 は 自動車 や飛 行機,あ るいはその他 の

工業製品 と同 じレベルで取 り扱 われるこ とにな

る。

1922年 の 「エ ナ メル」(Fig.2)は 上 述 のナ

ギの意図 を端 的 に示す作 品で ある。 ナギはエナ

メルの絵5枚 を看 板工場 に注文 した。彼 は工場

の カラーチ ャー トを持 ってい たので,方 眼紙 に

スケ ッチ した通 り工場 の管理 人 に電話で指示 したので あ る。 ところが,4枚 は

指 定 した通 りに仕 上 げ られた が,1枚 は3個 所指 定 した ときと異 っていた。 こ

の作品 か ら 「色 彩関係 の微妙 な差異 が,拡 大 や変形 の原 因 になる ことを学 んだ。

じっさいに,こ れ らの絵 には 『個性的 な感 覚 の美徳 』 な るもの はなかった が,

私 の行 動 はこの はっ きり しす ぎたものに向 って確 実 に導 かれて いた(5)oJと 「エ

ナメル」 の果 した役割 の大 きさをのべて い る。 この よ うな制作 を通 じて,個 性

を尊重 す る蒐集 家 たち をよろこぼせ るよ うな一 品制作 はすで に時代 の波 にと り

残 され たもので あ り,こ れ か らは素材の特徴 を生 か し,個 人的手 ざわ りを捨 て

た制作 に進 むべ きこ とを悟 った とい う意味 か ら 「透明絵 画」 はナギ にとって重

要 な意 味 をもっ 作品 であ ろ う。

ナギ はフ ォ トグ ラム を始 め る前,ク ル ト ・シュビッタース(KurtSchwitters)

の影 響 を受 けて ア ッサ ンブ ラー ジュ(Assemblage)を 試 みて いる。散歩 の途
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中 に,機 械 のス クラ ップ,ス ク リュー,ボ ル トなどを拾 い集 めて木の台 に接着

した り,釘 で打 った りした ものと,素 描 や絵 画 と組 み合 わせ てモ ンター ジュ的

な作 品 を作 ったが,写 真的 な視角 で とらえた現実 の投 影 と してで はな く,主 観

的視 点 に立 ち機械 テ クノロ ジー的 な解釈 で各 部品 を と らえ再構 成 してい る。 し

か し,シ ュ ビッター スの影響 を受 けた とはい え,た だ単 に彼 の追従者 にな らず

あ くまで も自分 の 目標 に向 って研 究す る ところがナギの偉大 さで あろ う。 この

ア ッサ ンブ ラー ジュの作 品が透 明 とい うア イデ ァに導 いたので ある。 自 然 の

記録 を離 れて素材独 自の可能性 の追究 か ら,新 しい素材で あ るアル ミニューム,

プ ラスチ ックなどの もっ可

能 性の大 きさに気付 き,こ

れ らを通 して光の絵画 を発

見す るこ とになった。 ナギ

の作品 の中で 「光 の絵 画」

は作品 に直接光 を取 り入れ,

素 材 の一 っ と して扱 った点

で注 目される。

「光 の 絵 画 」(Light

painting)(Flg.3)は 画 Fig,3ラ イ トペ イ ン テ ィ ン グ

韈

面 に対 して平行 に,あ るいは傾 め に透 明 な シー トを曲 げた り,表 面 をひっかい

た り,不 透 明の絵具 や半透 明の絵具 や透 明の絵 具で描 いた りして置 い た作品で

ある。透 明な シー トで も曲 げ られ ると背後 の画 面 に微妙 に変化 す る灰 色の階調

を生 じ,ひ っ かい た り,絵 具で描 い たシー トの陰影 は,フ ォ トグラムを思 わせ

る美 しく変化 に富 んだ灰色 の階調 を画面 に投 影 し,背 後 に描 かれた絵 と重 なっ

て,直 接 光や反射光,そ れ に彩色 光 の投影 による効果 も加味 され魅 力的 な一っ

の統 一体 と して の作 品が完 成 された。更 に,シ ー トと画面 を離 して いるため に,

観 者 が位 置 を変 えるの に伴 って画面 に投 影 され る陰影 は移動 し 「光の絵画」 に
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運 動の要素 が重 要 な役割 を演 じてい るこ とを知 ったので あ る。ただ,ナ ギ は 「光

の絵画」 において顔料 は その効果 か らみて満 足で きる もので あるが,あ る危険

が伴 うこ とを悟 ったので ある。 それは 「ス ムーズ な仕上 りの プ ラステ ィックス,

その あふれ る光,そ の きらめ く平面 は,効 果的 だ が装飾 的 な芸 当の方 へ人 をた

やす く誘惑 す る(s)0」こ とで ある。造形芸術 の領域 に職 人芸的 な要 素が入 りこむ

危 険 を さける意味 を含 め,単 純 な透 明 シー トを単 独 に使 用す る試 み を始 め た。

透 明 なシー トを加熱 した り,曲 げた りひねった りして得 られた シー トは,そ

れ自身 が光 を複雑 に反射 させ,プ ラスチ ックの特徴 で あるエ ッジの曲線部 は輝

きを増 し,一 つ の光の コ ンポジ シ ョンがあ らわ れ る。 このプ ラスチ ックによ る

作 品 をナギ は彫刻 とも絵画 とも呼び がた く「スペース・モデュレー ター」(Space・

Fig.4ス ペ ー ス モ デ ュ レ ー タ ー

Modulator)(Fig.4)と 呼 んでい る。「ス

ペ ース ・モ デュ レー ター」 は 「屈曲面 ば か

りで な く,風 見の示 す あ らゆ る方 向 に流 れ

出 る線 か ら,シ ー トその ものの厚 みで形 体

化 されて空 間的 な効 果 を作 りだ した。 これ

らの縁 は,そ の厚 さに等 しい寸法 で同 じよ

うに曲 げ られ た針金 と組 み合 され る と,空

間細 胞 の完 全 な列 に融合 され る空 間曲線 を

作 りだ した。 それ らは,縁 の強調で,部 分

的 には透 明 プ ラステ ィックか ら,ま た部 分

的 には針金 と空 気の壁 で あった。 それ らは

透明 その もの よ りも 『さ らに透 明 な』 もの(71Jであ り,ナ ギ にとってプ ラスチ ッ

クの一 連の作品 は,光 を追究す るには最 も適 した素材で あ った。

プ ラスチ ックによる造形 は現 代芸 術 にお いて は,ご くあた りま えの もの とみ

な されて いるが,プ ラスチ ックと光 を結 びつ けて作品 を完 成 させ たナギの功 績

は大 きい。
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空 間

われ われが空 間 を意識す るの は,芸 術 作品 に対 峙 した場 合 に多 くそれ も絵 画

画 の二 次元,彫 刻 の三次元空間 を意識 す る程 度で,日 常 生活 において はそれほ

ど積極 的 に空 間 を意識 す るとい うことはない。

ナギ は,人 間 が知覚 す るのは視 覚 によ る視 覚空間,聴 覚 によ る空 間,平 衡感

覚 による空 間,運 動 に よる空 間で ある と説明 して い る。 そ して,空 間 を知覚す

るの は特殊 な訓練 を した人 に限 らず,す べての人 に与 え られた もので生活 に密

着 した もので あ るとい う。空 間 を認識 す る度合 は,そ の 国の文化 の空 間表現 の

様式 が人 々に影響 を与 え,ま た各時代特 有 の文化 が人々 に影 響 を与 えるので,

文 化 の発 達 してい る国民の空間表現 や認 識 の度合 は未 発達 な国民 に比 べ高い と

いわれ る。 ナギ も,あ らゆる文化 が時代 に特 有の空 間概 念 をもっ とのべてい る。

そ して,空 間 を認 識 し理解 しあ るいは経験 す るための能 力は,色 彩 とか色 調 を

理解 し経験 す るの と同 じく,そ れ にふ さわ しい練 習 を経 るこ とによって発達す

るとい う。

そこで,空 間 を理 解 し経験す る手助 けと して,わ れわれ が持 ってい る概念 と

しての空 間 を挙 げて空 間の本質 を追求す ることか ら始 め てい る。す なわ ち,「空

間 は,物 体 位置 間の関係(s)Jであ り,単 純 な手の上下左右 へ の移動 において さえ,

指 と他 の ものの関係 は空間 をつ くり,こ の基本 的 な試み が空 間の効果 をっ くり

だす ため のABCに な る。 そ して,物 体 の位置 の関係 をつ くりだす ことは,空

間をっ くりだす ことで ある と指摘 してい る。

ナギ はこ う した具体的 な空 間認識 と創造 の手段 の本質 的 な現実化 に立 ちむ か

い,バ ウハ ウスの基礎 過程で は空 間感 覚 を伸 ばす こと に重点 をお き,学 生た ち

が究極 的 には建築的 な空 聞や視 覚的空 間を経験 で きる よ うに教育 すべ きで あ る

とい う理 念 を抱 いていた。 「ザ ・ニ ュー ・ヴ ィジ ョン」 はそ う したバ ウハ ウス

での教育 の実践記録 で ある。ナ ギはその中で空 間 につ いて詳 し く論 じて いる。
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空 間表現 は立体 に限定 されるわ けで な く,諸 物体 の位 置 を記録 す る各種 の感

覚 が それ ぞれ空 問把握 に役立 ち,舞 踏,ヴ ォー ドビル,サ ー カス,ス テー ジ,

映 画,光 のデ ィス プレー などか らも空 間経験 がで きる。 だが,空 間経験 や表現

の可能性 は視 覚 だ けに限 らず,聴 覚,平 衡 器官 や その他 の感 覚中枢 にも潜 んで

いる。っ まり,空 間経験 は万人の生物挙 的機 能で あるとす るナギの結論 にた ど

りつ く。

ナ ギが空 間 に関心 を持 ちは じめたの は,1922年 にケ メニー(A.Kemeny)と

共 に雑誌 『嵐』 に 「力の動 的構 造組 識」(Manifestoonthesystemofdy-

namico-constructivismforces)と い う変 った題 の マニフェ ス トを発 表 した

が,そ の 中で,動 く彫 刻へ の方 向 を強調 してか らで あ る。立体 の造形作 品 が運

動 の要素 をつ け加 え られた ときに生 ず るさま ざまの美 的問題 や光 の問題,そ れ

に,そ れ らがっ く りだす空 間関係 などは,ナ ギの心 を強 くひ きつ けたので ある。

静止 した立体の作 品 に運動 が加 えられただ けで生ず る空 間効 果 は,芸 術 とテ ク

ノロ ジー,あ るい は機械 的手段 と結合 されたもので ,芸 術 が機械 テク ノロ ジー

と共 有の部分 を もち,ま た同等 の部分 をもっ もの と して取 り扱 うべ きであ ると

す るナギの理念 に合致 して いる。

「光 の絵 画」 につ いては ,前 項で も扱 った が,空 間 に とって も重要 な役割 を

演 じてい る。 「光 の絵 画」 は,彩 色 された数 枚 の透 明 な シー トを重ね て,透 過

した り,移 動 した り,背 後 に投 影 される影 などの変化 を得 られ るよ うにつ くら

れ た作 品で,ナ ギの無 限 に拡 が るイメー ジにとって,二 次元 的絵 画で は制約 が

多 く切 りっ め られ るので,こ れ を防 ぎ,さ らにはイ メー ジを一層発展 させ るた

め に光 と影 の要 素 を取 り入 れ,空 問表現 を可 能 な ら しめ る作 品で ある0こ れは,

「透 明 な形態 を互 いに重 ねて投影 し合 った一連 の構成 は
,自 由 な空 間 にお ける

光 の反映 の遊 び とい う問題 の解 明 を志向 した(s)Jもの で あろ うが 光 による絵画

とい う意 図ばか りで な く,透 過 す ることによ って生ず る現実 の空 間 と奥 行 きの

効 果 を造形作品 の領域 に持 ちこんだ ことに大 きな意義 が あった。 この 「光 の絵
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画」 は後 の作 品 に多 くのヒン トを与 え,ア イデ ァの泉 のよ うな役 目をはた して

い る。

ナギ がフ ォ トグラムを通 して 目ざ した もの は,光 と影 の現 象 を具体化 す るこ

とにあ った。 フ ォ トグ ラムは光 と影 の現 象 によ るもの だが,単 に光 と影 です ま

され ない微 妙 な空 間の 問題 を含 んで い る。 「光 と影の 有機 的 な組 み合 わせ によ

る効 果 は新 しい豊 かなヴ ィジ ョンを生 みだす」1②よ うに,視 覚空 間の意義 か らみ

ると,感 光紙 と物体 間 の距離の関係 か ら,感 光 された物体像 の陰影 に奥行 きの

知覚 を感 じさせ るよ うな形態上 の変化 が み られ る。 これが空 閤 を創造 す る役 目

を なして い る。 この事実 か ら,ナ ギは光で奥行 きを表現 で きるこ とを理 解 して

いた ことがわか る。光で奥行 きを示 す方法 の一 っ は光 の グラデ ー ションを用 い

ることで,最 も明 かるい個所 は光源 と一致す るか光源 に近 いこ とをあ らわ し,

暗 い個 所 はその反対 をあ らわす 。明か る さは空 間 の距離 の基 準 を示 す ことがで

きるか らで あ る。一般 に,空 間 は量塊 長 さ,広 さ,高 さの各 要 素の組 み合 わ

せ によって生 じるもので あるが,フ ォ トグ ラムで は空 聞 においての光の運動 を

記録 した もので あ り,全 く新 しい空 間接合 の形 態 をもた ら し,普 通 の空 間構造

にかか わ りなく空 間 をつ くりだせ る。つ ま り,「 黒 白灰 の グラデー シ ョンか ら

生ず る進 出 と後 退,対 照 的で崇 高な階調 を放射 す る力 をもっ平面上 での接合 に

よって,空 間 をつ くりだすllllJので あ る。 そ して,空 間創造 に時 間(あ るい は運

動)の 要素 を加 えるこ とによって,フ ォ トグ ラム とは また異 な る効 果 を創造す

ることも可能 で ある。 た とえば,シ ョー ウイ ン ドーのガ ラスを透 して見 る商品

とガ ラス に反射 す る街 の家並や 自動車 な どの交錯 は,一 っの異種空 間 をかも し

だす。 この現 象 と類似 した写真 の技法 に,多 重露光写真 や フォ トモ ンター ジュ

(Photomontage)が あ る。 フ ォ トグラムやフ ォ トモ ンター ジュ,多 重 露光写

真 の技法 か ら,光 と影 の現象 の知識,構 成 と化 学 の知識 を収得 で きるが,こ の

プ ロセ ス に人工光線 や映画フ ィルム を導入 す るこ とに よって,写 真や映画,時

間,空 間,運 動 の知識 をも導入 す ることがで きる。
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ナ ギは空間 の処理 につ いて,歴 史的 な発展 の段 階づ けを して示 して い る。 ま

ず今 日,わ れわれの概 念 にあるあ らゆ る空 間の種類 をあげてい る。即 ち,数 学

的 ・物理 的 ・幾 何学的 ・ユー ク リッ ド的 ・非ユ ーク リッ ド的 ・建築 的 ・舞踏的

・絵 画的 ・肉体 的 ・表面的 ・線 的 ・一 次元 ・二 次元 ・三次元 ・非次元(1?1など の

空間 をあげて空 間の本質 を追 求 し,空 間の定義 を試 みてい る。 そ して,空 聞の

歴史 的発展 の結 果 と して,『(1)単 一 の小 部屋=閉 ざされた(中 空)物 体
,(2)単

一 の小 部屋=一 方 の側 面 を開放す る
,(3>裸 の 構造=土 台用 の高 い柱,円 柱,(4>

数 個 の小部屋,は じめは水平 に,後 に垂直 に拡 が る=囲 りをか こんだ堅 いブ ロ

ック,㈲ 相互浸 透的 な小部屋=ア ーチ,円 天井,キ ュー ポラ ,垂 直,(6に と ご

と く打 ち抜 かれた側面e水 平状 の流 動 ,(7)垂 直 方向 に開 いた同一 面=相 互浸透

が側 面 だけで な く,上 下 にもお こる,⑧ 上部 の平 面図 は,低 部 のそれ と変 って

いる=部 屋の空間は天井で支えられる習 のような分類をして,空 間概念の形成

に大 きな示 唆 を与 えて いる。 そ して ,「 空 間創造 の,も っ とも基 本的 な段 階 は,

明 らカ・に生物 学的見地 か らみた意義で あ る。実際的 に評価す るならば,空 間は

彫 刻的 な外部 と 『関係』 な く,代 りに 『関係』 と関係 があ り,こ れは ,空 間の

創 造的 な表現 計画 に必要 な,生 物 学的条件 を立証 す る。建 築 にあ っては ,彫 刻

的パ ター ンで なく,空 聞関係 が建築要 素で あ るか ぎり,建 物 の内部相互 に結 び

っ くと共 に,空 間の分 割 によって,外 部 とも連絡 して い なければな らないまの」

とし,空 間創 造 を導 くものは純 粋で単純 な生物学 な要求で あ るとい う。 ここで

い う生物学 的(biological)と は ,有 機 的発展 を保証 す る生命 の法則 を意味 し,

子 どもの行動 は生物学的法則 に従 って いる。病 気 に なれば食物 を拒 み ,疲 れれ

ば眠 るとい う生 活 をす るか らで ある。

ナギ は,こ うした さまざまの実験 を組 み合 わせ た総 合的効果 を
,実 際 の空間

創造へ応 用 して い る。ベル リ ンのピスカ トー ル劇場 の舞台 装置 はその中の一つ

で ある。

「『ホフマ ン物 語』の舞台 セ ッ トは
,光 と影 か ら空 間 を創 る問題へ の一 っの 実
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験 で ある。装置 は いろいろとあるが,こ こで は,舞 台脇 が影 を造 るの に用 い ら

れてい る。 すべて の もは透 明で,ま た透 明 な表面 が,す べて有機化 し,知 覚 し

うる空 間言語 を作 りだすusiof,ま た 「『総合 演劇』は,光,空 間,面,運 動,音,

お よび人間の諸関係 の さまざまな領域 を包摂 した,ま た,こ うした要 素の変化

と組 合せのすべて の可能性 を包摂 した,一 つ の芸術 的 『創造 』で な けれ ばな ら

ない。」 と舞台装 置や演劇 におけ る光,空 間,運 動 などの要 素 がはたす役割 の

大 きさとその効果 は,ナ ギの造形 に とって重要で あるこ とを指摘 してい る。

ナギは,空 間 について多数の論文 を発 表 し,実 験 し,ま た,バ ウハ ウスの基

礎 過程 にお いて空 間が最 も基本的要 素であ るこ とを強調 したの も,空 間 は現実

にわれわれ人間社 会 をなん らかの意味で規 制 した り,発 展 させ た りす る有機的

意義 を もっ か らで あ る。 そ して,ナ ギが空 間 に対 して抱 いた理 想 は,建 築家 に

か ぎらず,あ らゆ る人 間 がたやす く理解 で きるため に空 間関係 に関す る システ

ムとか辞書 を持 ち,身 近 か な住 宅 にっ いて も建 築 家 にまかせ ることな く,一 般

の人 も空 間 を理 解 して生物 学的必要 にかな った空 間 を構 成で きるよ うにす るこ

とで あった。

運 動

これ まで,光 と空間 を分 けて論 じて きた け

れ ども,ナ ギは,光 と空 間 と運 動 を必ず しも

明確 に区分 してい たわけで な く,光,空 間,

運 動,光 と空 間,光 と運動,空 間 と運 動,光

と空 閤 と運動 のよ うに,個 々に論 じた り,二

っ ・三っ と総合 したものを論 じた りし,制 作

において もそ うで ある。

ナギが 「モ デュ レー ター」 と称 す る作 品 を

発表 した のは1930年 の 「ライ ト・スペー ス ・

Fig.5ラ イ ト・スペ ース ・モ デ ュ レー ター
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モデュ レー ター」(Fig.5)が 最 初 であ る。 これ は,「140個 の電 球 が ドラムの

コンタク トに結 びつ いていて2分 間 に一 回転 す るよ うに なってい て
,い ろい ろ

に彩色 されたスポ ッ トライ トと白色 のスポ ッ トライ トが ,電 流 を流 される と立

方体 の壁面 に光 と影 を投影 す るよ うに組 み立 て られ∫ηた,高 さ2メ ー トルほ ど

の作 品で ある。 素材 はプ ラチ ック と鉄鋼 が用 い られてい て,穴 の あいた大小二

枚 の鉄鋼板,格 子状 の棒,斜 めに取 りっ け られた プ ラスチ ック板 ,屈 削器状の

棒 などが,そ れ ぞれ に取 りつ け られた歯 車の駒数 に応 じて それぞれ異 なった速

さで回転 す るよ うに作 られて いる。 ナギは この 「ライ ト ・スペー ス ・モデ ュレ

ー ター」 を制作 す るい きさっ にっ いて
,次 の よ うにのべ てい る。

「多年私 を とらえた万華鏡 的 な空間
,光 をデ ィス プレーす る機械 装置の仕事

も始 め た。 それは,電 動機で運転 されるモ ビー ル構造 だ った。 この実験で ,動

きの確 実 な重ね合 せで単純 な要素 の総 合 を試 みた ので ある。 この結 果 ,動 く形

の ほ とん どがプ ラステ ィックスや ガ ラス ,金 属,格 子 づ くり,穴 をあけた メタ

ル シー トの使 用 を通 じて透 明 になった。私 は ,こ うした動的要素 の調整 によ り,

視 覚的 に豊 か な結果 を獲 得 したの であ る1㍉ ナギ はこの装置 に1922年 か らと り

カ・か り,10年 も かけて計 画 し制作 したもので あ る。だ か ら装置 が作動 した時 に

隼 ず る効果 には十分精通 していたっ も りで い た。 しか し,「1930年 に初 めて小

さな機械 工場で,動 く光 の柱 が装 置 された と き,私 は魔法使 いの弟子 を見 る思

いだった。 ほとん どマ ジ ックのよ うに見 えた。光 と影 の空 間関係 の連続 と
,動

きの同一化 によって,モ ビールは まった く驚 くべ きもので あった。……モ ビー

ル は主 として動 きの中の透 明度 を見 るため にデザ イ ンされたのだが
,透 明で穴

あ きのスク リー ンの投影 が,流 動的変化 での一種 の貫通 作用 として新 しい視覚

効 果 を造 り出すの を発見 して驚い た。 なお,予 期 しなか ったの は,よ く磨 かれ

たニ ッケ ル とク ロ ミューム板 の表面で,動 くプ ラステ ィックス の形 が反射 す る

ことで ある。 それ らの表面 は実際 には不透 明 なのだ が,動 いて いる間は透 明 な

シー トの よ うに見 えた。 しか も,違 った形 で地 面 と天 井 に配 された透 明 な金網
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の旗 のい くつ かが,力 強い,不 規貝叮な運動 の イルー ジ ・ンを現 わ し(19)ofとの べ

てい るよ うに,「 ライ ト・スペ ース ・モデ ュ レー ター」 が作動 してみ る と,予

想 しなかった効果 が次 々 と起 り,自 分 自身 がみ とれて いる。みず か らつ くりだ

した作品 に感 心 し,そ れ から多 くの こ とを逆 に知 らされ るとい う現象 は,制 作

者 とい う範疇 か らはみ だす ものか もしれ ないが,こ れ も新 しい素材 を用 い,モ

ダンアー トの先駆者 た るナギ にとって は,当 然起 りうるこ とで あろ う。 そして,

この驚 きや経 験 がっ ぎの新 しい素材の 開拓 の ためのエ ネルギ ー源 となって い く

ので あ る。

しか し,「 ライ ト・スペース ・モデ ュ レー ター」 は当時 の人 々に理解 され な

か った らしい。 それで も,ナ ギ は光 と運動 の お りなす美 しさに魅せ られ,「 ラ

イ ト ・スペ ース ・モデ ュ レーター」 を記録 した 「ライ ト ・デ ィス プレー一 黒

白灰」 の映画 をっ くった。映 画の原理 は,三 次元的 な現実 を表現す る新 しい方

法 で あ り,多 くの側面 か ら対 象 を空間 に示 し得 るか ら,こ の作品 の記録 には最

良 の手段 で ある。

ナギ はほか にもた くさんの ・スペース ・モ デ ュ レー ター」1を制作 してい る・

「光め絵画」 に似 てい るもの,プ ラスチ ック を加 熱 して作 った もの,プ ラスチ

ック と針金 を組 み合 わせ たもの など作 品の大 きさや形体 はさま ざまで ある。 い

ずれにも共通することは光 と空間を主たる構成要素 としているが,作 品にモー

ター を組 み こんで運動 を起 す作品 はな く,観 者 の移 動 によ る運 動 を構 成要 素 と

して取 り入 れて,完 成 された作 品 とな ることで ある。

ナギが 「運動」 に関心 を寄 せたのは,1920年 ご ろか らで あ る。 「ザ ・ニュー

.ヴ ィジ ョン」 に 「動 的彫 刻の歴史」 として,運 動 が芸術 にと り入 れ られた過

程 をのべ て いる。それ によれば,動 く彫刻 の は じま りはギ・リシ ャ初期 のぜ ん ま

い仕掛 けで動 く人形で あ る。未来派 は運 動 を芸術 に積 極的 に と り入れ たので あ

り,鳶 ロー ネー(Delaunay)の 有 名 な 「エ ッフェル塔」は,エ ッフ ェル塔 をエ

レベ ー ターで昇 ると きの時間 の経過,つ ま り,運 動 を表現 しよ うとした作品 で
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あ る。未 来派の ボ ッチ ォー 二(Boccioni)は 「未来 の絵 画,彫 刻(動 的造形)」

(Pittura,sculturafuturista〈dinamismoplastico>,1912)で 力学 的 な彫

刻 にふ れてい る。 その抜粋 によれば,

「空 間 と時 間 とは ,生 活め充実化 には な くて はな らぬ二形体で あ る。従 っ

て,芸 術 が真の生活 の囲繞 を当然 とす るな らば,こ の基 本的 な二形体 によっ

て導 かれねば な らない。

「空間 と時 間 との形体 に,わ れわれの経験 世 界 を一体化 させ るこ と。 これ が,

創 造的芸術 のた だ一つ の 目標で ある。

「われわれは
,空 間 の表現形体 と しての ヴォ リュー ムを否 定す る。空 間は,

液 体 を物指 しで計 るよ うなもので,ヴ ォリュームで はほ とん ど計 るこ とはで

きない。不可入 性の深度 を除いた ら,空 間 はなんの ため にあるの だろ う。深

度 こそ空 間表現 の唯一 の形体 で ある。

「彫刻 にあって は
,わ れわれは造形 要素 と して,(物 理的 な)マ ッスを排 除

す る。エ ンジニ アマ はす べて,静 力学的 な力や,対 象 の反抗 力がマ ッス によ

るもので ないの を知 って い る。一例 をあ げるな ら,鉄 道線路 で十分 だろ う。

こ うした事実 が あるの に,彫 刻 家 はマ ッス と外形 が不苛分 で あるとい う偏 見

を抱 いて骨 を折 って いる。

「われ われ は,エ ジプ トに始 まった芸術 の一 千 年来の誤 ち,静 的 な リズムの

みが芸術 の要素 た りうる とい う誤 ちには関係 が ない。 われわれ は,今 日的 な

知覚 か ら,芸 術 の もっとも重要 な要素 は動 的 リズムで あ ると断言す る9①

と。真 の芸術 に とって時間(運 動)的 要素 や空 間的 要素 は不可 欠の要素で あ り,

古 典的,静 止 的芸 術 に代 えて,動 的,ダ イナ ミッ クな原理 を導 こ うと意図 した。

未来派 は形態 が時 間的経過 の中で,ダ イナ ミズ ムを視 覚的 にい かにと らえるか

を考 えたので ある。

次 のアル フレ ッ ド ・ケ メニー と協 力 して 「力の動 的構 成組織」 と題 したマニ

フェス トか ら動的彫刻 に引用 してい る。
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「構 成主 義 とは ,物 理 的空 間で実際 に緊張 をつ くって い る力 を,動 的 ・構成

的 システ ムに従 わせ,そ れによって空 間 を能動化 す るこ とを意味 す る。 そ し

て空 間内の これ らの構 成 もまた力(緊 張)と して能動化 す る。

「従 って ,わ れわ れは古典的芸術 の静 的原理 の代 りに,宇 宙 的生命の動的原

理 を置 かねばな らない。実際 には,静 的 な素材構 成(素 材 と形体 の関係)の

代 りに,動 的構成(ヴ ァイタルな構成主 義 と力 との関係)が 展 開 されるべ き

で あ る。 その場合,素 材 は力の媒介者 と して用 い られ る。

「構 成単位 を さらに進 め ると
,力 の動 的 ・構成 的 システムが もとめ られ る。

それ によって これ まで芸術作 品をただ受動的 に観 察 す るにとどまっていた人

間賦 自分 の能 力 に自信 を もち,そ れ を表 明す る力を備 えた,能 動的 な協 力

者 になる。

「力の動的 ・構 成的 システムを求め る最初 の計画 は実験 的 なもの にす ぎず
,

人 間 と素材 と力,そ して空 問な どの関係 を調 べ る立証計 画が あるだけで ある。

次 に くるのは,こ の実験結 果を,自 由 に動 く(機 械 的 ・運 動 か ら解放 された)

芸 術 作品 の創造 に役立 て ることで あるpllO

これ ら抜粋文 に説 明 されてい る意 図は,表 現 こそ異 なれ 目標 とす る ことは同

じで ある。 ナギの空 間においての運動 に対す る理 念 は,こ れ ら二つ のマニ フェ

ス トが原動 力 となってい ることは,「 ヴ ィジ ョン ・イ ン ・モー シ ョン」 に繰 り

返 してのべ られてい る ことか らもうかが える。た だ,こ うした 「耒来 派」や 「リ

ア リス ト宣 言」 を した芸術 家た ちが,運 動 に対 して抱 いた理 想 は完成 された時

点 で空 問 を表現 す るこ とを主 た る目標 と して い る。つ ま り,「 未来派」 のマニ

フ ェス トも 「リア リス ト宣言」 も,新 しい各種 の素 材が芸術 に取 り入 れ られ る

ことに反対 しないとい う消極 的 な姿勢で あったの に,ナ ギ は素材 を積極 的 に受

け入れ,素 材 か らの発想 を重 視 し,そ れ と機械 文 明の正 しい認識 と造形理 論 を

結 びつ けて,運 動空 間 を創造 してい るこ とに大 きな特徴 がみ られ る。
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現代 のモ ダンアー トにおいて芸術 家 は,・ナギ の姿 勢 を基 点 と して光,空 間,

運 動,そ の他 の素 材の諸問題 を作品 の中 に組 み入 れ,さ らに多様化す る20世 紀

後半 の芸術 に新 しい萌芽 を積極的 に開拓 すべ きで あ り,モ ホ リ ・ナギの独創 的

思考の溢 れる特異 な理論 は,今 後 ます ます作家 の制作 や考 え方 に大 きな示唆 を

与 えるこ とと思 う。 また,モ ホ リ ・ナギの教育 者 としての業績 は見逃 して は な

らない重要 なもので ある。 グロピウス に招聘 されたバ ウハ ウス ・マ イス ターの

中で は最若 年者で あ った けれ ども,ナ ギは もっ とも力のあ ったマ イス ターの一

人で あ り,バ ウハ ウス が残 した多 くの功績 は,ナ ギ に負 うことろが もっ とも大

きい とさえいえ る。 ナギ は人 間社会 の耒来 図 を心 に描 き,生 物学的要 求 をもと

に発展 す る科学 技術 を受 け入 れた文明社会 に適 合す る姿 勢 をそ なえ,光 ・空 間

・運 動 ,表 面(処 理),ヴ ォ リューム とい う要素 に対 す る これ までの偏 見 か ら

脱却 し,科 学技術 に支配 されつっ ある生活感 覚の蘇 生 を 目ぎ し,そ れ と思 考や

想像 の融合 に努 め るよ うな教 育理念 を抱 いて指導 にあたった。 このよ うなモホ

リ ・ナギの教育 か ら影響 を受 けた学生 の多 くは,バ ウハ ウスを卒業 して各 地の

大学 で教 育 を し現代 デザ イ ン教育 の大 きな底流 をな して いる。 ナギは社会へ の

奉仕者 で あるこ とを念願 し,虚 栄 や名声 を強 く否定 して いたが,今 日,芸 術家

と して,教 育者 と して,ま た思想家 と して残 した功績 はま ことに大 きく,現 代

芸術 の流 れの中 に強 く生 き続 けてい るので ある。

注

(1)TheNewVisionp.153(6)ibidp.165-166

(2)ibidp.108-109(7)ibidp.169

(3)ibidp.109‐110(8)ibidp.125

(4)ibidp.160(9)Bauhausp.242

(5)ibidp.161(10)TheNewVisionp.169

-40一



(11)Moholy-Nagyp.61.(1のVisionin.Motionp.238 .

(12)TheNewVisionp.123(18)TheNew-Visionp.162-163
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